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「摂食制御に対する社会心理的

影響の神経学的メカニズム」へ

のご協力のお願い 
 この文書は、「摂食制御に対する社会心理的影響の神経学的メカニズム」の内容について説明し

たものです。この研究に参加されなくても不利益を受けることは一切ありませんのでご安心くださ

い。もし、おわかりになりにくいことがありましたら、どうぞ遠慮なく担当者にお尋ねください。 

１．この研究の概要  
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研究目的  
摂食行動に影響を与える要因として、社会心理的因子が考えられます。最近の研

究では、太っていると他人から良くない印象を抱かれてしまうかも知れない、と考

える人ほど、摂食を制限しようとしたり、逆に、不健康な食生活をしてしまうことが

分かっています (Wel lman e t  a l .  2018)。しかし、このような社会心理的要因が

どのように摂食制御にかかわる神経回路に影響し、食生活を変えているのかよく

分かっていません。  
そこで、本研究では、質問紙調査 (アンケート調査 )と脳機能計測 (機能的 MRI 計

測 )をもちいて、摂食行動に影響を与える社会心理的因子と摂食制御に関わる神

経回路の関連を明らかにします。 
 
 

参考文献 :  We l lman  JD ,  A ra i za  AM,  Newe l l  EE ,  McCoy  SK .  We igh t  s t i gma  
fac i l i t a t es  unhea l t hy  ea t i ng  and  we igh t  ga in  v i a  f ea r  o f  f a t .  S t i gma  Hea l t h .  
2018  3 (3 ) : 186 -194 .  do i :  10 .1037 /sah0000088 .  PMID :  30221195 ;  PMCID :  
PMC6132275 .  

 
 
研究方法  

1 .  食生活および社会心理的な個人特性に関するアンケートに回答して貰います  
(30 分程度 )。  

2 .  身体測定 (身長と体重の測定 )をします。  
3 .  ジュースを飲んだり、食べ物に関する画像を見たりしながら、MRI という医療用画

像装置で脳の活動を計測します (MRI 計測 )。  また、詳細な脳の形態を撮影しま

す。1 回、45 –  60 分程度の脳機能計測です。  
(1 -3 までの間の所要時間は 1 時間 30 分から 2 時間程度です。 )  

 
 
２．研究協力の任意性と撤回の自由  

この研究にご協力いただくかどうかは、あなたの自由意思に委ねられています。

一旦ご同意いただいた後で、もし同意を撤回される場合は、同意撤回書に署名し

下記の連絡先までにご提出ください。なお、研究にご協力いただけないことで、皆

様の不利益に繋がることは一切ありません。  
同意を撤回された場合、試料及び研究結果は破棄されます。しかし、解析結果と

して既に公開されたデータにつきましては、同意を撤回された場合においても破

棄することができませんのでご理解下さい。  
 
３．個人情報の保護  

研究にあたっては研究協力者の皆様に不利益が生じないように個人情報の保

護、プライバシーの尊重に努力し最大限の注意を払います。皆様の試料（資料）

を分析する際には、氏名・住所・生年月日などの個人情報を取り除き、代わりに

新しく符号をつけ、どなたのものか分からないようにした上で（連結可能匿名化）、

厳重に保管します。  
 
４．研究成果の発表  



 

 

研究の成果は、氏名など個人情報が特定できないように匿名化した上で、学会発

表や学術雑誌及びデータベース上等で公表します。  
 
５．研究参加者にもたらされる利益及び不利益  

この研究が、皆様に即座に有益な情報をもたらす可能性は、現在のところ低いと

考えられます。しかし、研究の成果は、今後、摂食障害などにかかわる社会心理

的要因を明らかにするための重要な基礎的成果となることが期待されています。  
 
６．研究終了後の資料等の取扱方針  

あなたからいただいた資料等は、あなたの同意が得られた場合に限り約５年間保

存させていただき、新たな研究を行う際の貴重な資源として利用させていただき

たいと思います。ただし、この研究に参加する同意を撤回された場合には、資料

等は連結不可能化された解析データをのぞき直ちに廃棄します。なお、将来、こ

れらの資料等を新たな研究に使用する場合は、改めて東京大学倫理審査専門委

員会の承認を受けた上で用います。  
 
７．あなたの費用負担  

この研究に必要な費用を、あなたが負担することはありません。  
この研究に参加して頂いた場合、交通費を含め、アンケート、身体測定、MRI 計

測 (各 1 回 )に対し 5,000 円の謝金をお支払いします。  
 
８．その他  

この研究は、東京大学倫理審査専門委員会の承認を受けて実施するものです。

なお、この研究に関する費用は、東京大学の運営費・日本学術振興会の科学研

究費補助金から支出されています。利害関係が想定される企業等で研究責任者

や分担者あるいはその家族が活動して収入を得ていることはありません。  
本研究で行う脳画像検査は、臨床検査ではないことから、この検査により、何ら

かの疾患を発見することが目的ではありません。また、医師による診断を行うこと

もありません。  
 
ご意見、ご質問などがございましたら、お気軽に下記までお寄せください。  

 
連絡先  

    東京大学大学院総合文化研究科  中村優子・准教授  
    〒153-8902  東京都目黒区駒場 3-8-1  
    Te l :  03-5454-4327  

E-mai l :  nakamura.yuko0707@mai l .u - tokyo.ac . jp  


